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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Testosterone以後最初に実用化されたのはmethy1－

　　　　　　【まじめに　　　　　　　　　　　　　　　androstenediolで，　testosteroneに比べ男性化作

　男性ホルモソの蛋白同化作用はかなり古くから知ら　　用は1ん，，螢白同化作用は同程度である。さらに

れていたが，蛋白同化作用のみならず，著るしい男性　　　Durabolinは，　testQsteroneに比べ男1生化作用は1／8

化作用の併存が，男性ホルモソの臨床的応；用の障鴇と　　で，螢白同化作用は12倍であるという。

なつていた，従つて男性ホルモンの研究は，蛋白同化　　　　このように男憐化作用の少ない，張白同化作用の強

作用を弱めずに，男性化1／F用のみを減弱させる方向に　　いDurabolinの出現により，男性ホルモソの臨床的

向けられていた。その簡単な変遷をNowakowskiの　　　応用は急に拡大された。整形外科領域では・osteop一

論交より引用すると，testosterone，　methylandro｝　　orosis（senile及びpostmen◎pausal　osteoporosis，

st…di・1・19　－n。r－and・。・t…1…ph・ny1Pr°pi°nate　購頗ステ・イド轍与による・・t・・P・r。・i・）撚

（Durabolin）で・それらの構造式は図1の如くであ　　　じめ，　Osteogenesis　imperfecta及びある種の骨腫瘍

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乳癌の骨転移）等に使用されているが，効果は必ずし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も一致しているとはいえない。特に最も使用範囲の広

　　　　　　／ミL。1、　　　　・…t・・pQr・…は・その発生撫・も不明㈱：多

　　　1／野1シ〉＼ノ　　　　　　　玉譜嶽鶴畿鵯齢謝濡鐙鷺撫

　。〈ノ＼／　　　　　　　　朗化作用によりb。ne　m・t・i・の灘をうながし，

　　testoste「one　　　　　　　　　　　　　　　　　Caの減少した骨組織へCa再沈着を促進するのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうといわれている。私たちは脊椎圧迫骨折（椎体の

　　　　　　／等！1丑／’・　　　　撚化）を伴・・・…P・r・s・・6例・変形騨症（椎

　　　　…s　1｝【CI’「a　　　　　　体の形態異常を伴わない）を伴う・・t・・P・・。…4例・

　　　1／Y＼1／＼／　　　　　冨撒質・テ・イド剤（以下・剤と略す）長搬艸

。。／〉’XX／　　　　　　　　　の鱗性関節リウマチ症例中，離の・・te。P・…i・
　　methyland「oste6ediol　　　　　　　　　　　　　　を伴う3例（ただし，　osteoporosisは関節リウマチ自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体に随伴する所見であり，ス剤のみに原因があるとは

　　　　　。1／く1∵一・，－c・，〈：〉断定し脚・計13例に珈b°1i噸肌

　　　／＼1／＼／＼／　　　　　　　 症例　　人人／1　　・　　　　1脊椎髄骨折を伴う。、t。。P．，。，・、の症例
　　o
　　19－nor＿androstenoloエ1e　phenylpropionate　　　　　表1の如く6例で，全例女性であり・年令別には50

　　　　　　　　　（Du「abolin）　　　　　　　　　　　才台1例，60才台2例，70才育3例である。全例とも

　　図1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何等かの外傷と同時に疹痛が発現している。骨折（懊
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状椎）の部位は，胸椎12が4例，腰椎工及び2が各　　　Class，　StageともにIV度である。3例とも当科受診前

1例で，3例に魚椎または扁平椎がみられ，2例に著　　　にCortison，　Prednisolone等のス剤をかなり大量使

明な変形性脊椎症の像があり，1例は喫状樵を除いて　　　用しているが，その量ははつきりしない。当科におけ

は変化がなかつた。代表的なレ線像を図2，3に示　　　るス剤の投与量は，第1例では1）examethason（Dm

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と略す）94mg，　Prednisolone水性懸濁液関節腔内

　　if変形性脊椎症を伴うosteoporosisの症例　　　　注入（P，注と略す）125mg，第2例はDm．74mg，

　蓑2の如く4例で、腰痛を主訴とし，1例は頸肩腕　　　methyl－Predisolone（m．　P．と略す）236mg，　P，注

症候i群を合併している。レ線像では，osteoporosisは　　400mg，第3例はm．PL　200mgである。レ線像では，

1の群よりも一般に軽度で，また第1例を除いては変　　　関節の変化の他｝こ著明なosteoporosisがみられる

形性脊椎症も軽度で，懊状椎．魚椎，扁平椎等の形態　　　が，病的骨折の所見は認められない。

的変化もない。年令は50才前後2例，6e才台，70才台　　　　これ等の症例に使用した目的は，　osteoporosisの改

各1例で，第1例を除いて他はすべて女性である。　　　　善，病的骨折の予防の他に，四肢の鈍痛に対しての効

　　皿1長期ス剤投与中で，osteoporosisの高度な　　　果も期待した。

　　　関節リウマチの症例

　表3の如く3例で，全例女性である。　　　　　　　　　　　　　　治　　療

　発症よりの経過年数は，第1例20年，第2例10年，　　　osteopor。sisは症購名であり，それのみにて発

第3例6年で・Steinbrockerの分類による病期は，　　　痛の原因とはならない（もつともpostmenopausal

第1・第2例はClass，　Stageともに江度，第3例は　　osteoporosisを一名schrnerzhafte　prtisenile　oste。一

表1・　　　　　　　　　脊椎圧迫骨折を伴うsteoporosisの症例
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〃

LW　2

BW工2

〃

BW　12
LW　1－3

LW　2

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

BW　8，12

（一）

週2回ユ2．31脇総量62．5㎎

〃　　　　　”　100．On夢

〃　　　　　　　　　　〃　　 175．0㎎

”　　　　　　　　　　〃　　　87．Oup

，ノ　　　　　　　　〃　　11257η撃

週1回25・O　1ng，　u　75・07iv

1軟性。，レセツト

牽引1判1経根注射

〃

反張位プレ・tムコルセツト

軟性コルセット
ネ申　　経　　i艮　　注　　身士

軟性コルセツト

反張位フレームコルセツト

良

〃

優

良

1ノ

不明

表2・　　　　　　　　　変形性脊椎症を伴うostepor。sisの症例

劃壁「年令囮　・・r…1・・　1　、その他の治療　　【螺
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tW1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w、

轡綻　　　　…　　　　　　　　　　　　　　，躍；凱・　．　’n

図2・　　　　田中，74才　　　　　　　　　　　　　　図3．　　　　　林J58才

　　BW　12の懊状化とosteoporosis　　　　　　　　　　LW　2の襖状化とostePorosis

porOSeと呼び，疹痛を主症状とみるむぎもあるが）

ので，Durabolinの単独使用は行なわなかつた。しか　　　　　　　　検査成績

し全例ともかなり長期間同一治療法を継続し，急速な　　　　血清総蛋白量，一血清Na，　K，　Ca，　P，尿中17－KS

る症状の好転をみない例に，一定期間Durabolinを　　　について，投与前後の変動をしらべた。

使用したので，その間の症状の変化はDurabolinの　　　血清総蛋白量：図4の如く6例に行なった。やや著

影響と考えてもよいのではなかろうか。　　　　　　　　明に減少した1例（8gr／d1→7．2gr／d1）を除いては，

　Durabolinの投与法は，週2回12．5mgずっ筋注，　　ほぼ不変とみなしてよいと思う。

または週1回25mg筋注で，総量は最少50mg，最多　　　血清Na：図5の如く7例の検査成績は，増加3，

175mgである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　不変1，減少2であるが，増加した例では，増加量は

　併用した治療法は，表1，2，3にみられる如く，脊　　　比較的少ないが，減少2例は著るしく減少している。

椎圧迫骨折を伴う群では，軟性または反張位フレーム　　　　血清K：図6の如く7例の検査成績は，増加1，減

コルセツトの装着，背筋の強化練習，腰椎の牽引，腰　　　少6で減少する量もかなり著るしい。

部神経根プロカイソ注射等である。変形性脊椎症を伴　　　血清Ca：図7の如く3例の検査成績はいずれも減

う群では，腰部神経根プロカイン注射，軟性コルセッ　　　少している。

ト固定等である。リウマチ群では，ス剤，ブタゾリジ　　　血清P：図8の如く，増加，減少，不変それぞれ

ン，ハイピリン等の抗リウマチ剤の投与，関節腔洗　　　1例ずつであるが，増減量はきわめて少なく，全例不

浄，滑膜掻爬，種々な物理療法等である。　　　　　　　　変と考えてよいようである。
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図4．　　　　　1飢漕総蛋白量

刎’％’　　　　　　　　　ぶ
3％．　　　　　　　　　　復
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図5．　　血清Na　　　　　　　1図7。　　」血蒲Ca
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写〆

　　4

3

　尿中17・－KS：図9の如く4例の検査成績は，増加，

減少共に2例であるが，変動の程度は増加の方が著る

しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性化に重点をおいて観察したが，使用量が比較的

　　　　　　　　　　　　　　　　　少ないためもあろうが，副作用と考えられる所見を呈

〉・一一・e＝一：＝：：　　　したものは・例もなかつた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効　　果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整形外科領域におけるDurabolinの適応症として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はosteoPo「osisがまず第1にあげられ，私たちも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　osteoporosisに使用したのでその効果を述ぺねばなら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないが，osteoporosisの診断はレ線像によるもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　推　　脅撫篇諺簸鉾鍵馨欝墓磐野晶　　　　　　箸

　　　　　　　　　　　　　　　　　季
　　　　　　　　　　　　　　　　　復　　監喬竺纂難L翠鷺講難票至是港

図8．　　　　血清p　　　　　　　　　　　らず（特にDurabolinでは著明な体箪の増加がみら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる），得られるレ線像は比較検討の資料とはなりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くい。従つてosteoporosisの消長について判定する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことは危険である。故に2，3の症例の経過を記載す

噛　　　　るにと暮撫折を＿
〃　　　　　　　　に鍛；南が霧：観驚纏空潔鴬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いうな治療をうけたがよくならず，放謄しているうち
　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に癒痛が軽快した。しかし徐々に後鱒が薯明とな．り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癖痛も増強したり，軽快したりしている。

　　7　　　　　　　　　当科では課輝引，腰榊μ搬プP・tiJイソ酬，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟性コルセットによる固定及び背筋練習を行なわしめ

　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たが，コルセツトを除去するに至らなかつた。そこで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Durabolinを週2圓12．5mgずっ筋注，総星62．5mg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で痙痛が軽減し，歩行もかなり楽になり，コルセツトS　　　　　齪を行轍い，もあ。ほど麟。，。。・

；　　　　　げ磐熱轟霧撰1醗妄繰綾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，起居が不自由となった。この例も症例1と同様の
　　4　・　　　　　治療を行ない，かな，繍、轍。，c、・D。，。b．！・n

　　　　　　蓄　復　盤諜総灘鍵驚

　図9，　　　尿中17－－KS　　　　　　　　　するには至つていない。
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　症例6は投与後来院せず，経過は不明である。　　　　等）及び男性化であるが，それらの成績中プ定した結

　　　変形性脊椎症を伴う症例　　　　　　　　　　　　果のみられるのは，体重の増加及び窒素出納であり，

　症例2・　70才，女。5年ほど前から腰痛を訴えて　　他の成績は報告者により相違がある。従って現在はま

いる。神経根プロカイソ注射及びDurabolin週1回　　だ模索の域を脱していないといっても過言ではあるま

25mg，総量75mgで，癒痛は著るしく軽減したが，　　　い。加えて整形外科領城の使用対象となるosteo一

その後来院しない。　　　　　　　　　　　　　　　　porosisの本態もまた究明の途上にあるので，　Dura一

　症例3．　49才，女。4年前から腰痛と後轡があ　　b。linのoste。porosisに対するf’F用は一層難解といわ

る。軟性コルセット，神経根プロカイソ注射，Dura一　　なければならない。

bolin週1回25m9，総量125mgで，痙痛は著るしく　　　Duraboiinの臨床成績の報告は少なく，血清中の各

軽滅した。コルセツトをはずしていても痙痛は増強し　　種成分等に対する影響も報告者によりかなり変動があ

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。表4に従来の報告と私たちの症例をまとめると，

　症例1，4は無効例である。　　　　　　　　　　　血清蛋白と尿中17－KSの結果はほぼ一致しており，

　　　関節リウマチの症例　　　　　　　　　　　　　Na．　Pはいずれとも判定出来ず，，　K・Caはかなり著る

　関節リウマチの症例に対してDurabolinを使用し　　　しく減少の傾向が認められる。

た目的は前述の如くであるが，僅か3例の成績ではあ　　　血満蛋白の増加は，同化作用の指標とさえいわれて

るが，癒痛に対して効果があつたとみられる症例はな　　おり，この成績からみればesteoporosisに特異的で

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はないが、使用可能とみなしてよいようである。

　以上痺痛面よりみたDurabolinの効果を，癒痛が　　　　血tW　Naは，　testosteroneではかなり強い蓄積作

全く消失したもの（コルセツトを除去していても）を　　　用が認められ，浮腫をきたすおそれもあるが，Dura一

優i，癒痛が軽減したもの（コルーヒットをっけたりはず　　　bolinではそのような作用は少ないといわれている。

したりする）を良，全く不変のものを可とすると，脊　　　しかし前沢の報告では12例中2例に浮腫を認め，また

椎圧迫骨折を伴う群では，優1，良4，不明1，変形　　　8例中2例に増加をみている。私たちの例でも3例増

性脊椎症を伴う群では，優，良各1，可2，関節リウ　　加し，1例では320mg％→353mg％と著るしく増加

マチ群では全例可である。すなわち全体では，pa　2，　　　している。またKに対する従来の報告は不定である

良5，可5，不明1である。　　　　　　　　　　　　　が，私たちの例ではかなり著明な減少の傾向がみられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。Naの蓄積，　Kの減少の2点から考えると，ス剤
　　　　　　考　　案　　　　　』　　　　　　　　　の作用と似ており，特に関節リウマチ患者に対するス

　DUrabolinは1臨床各方面に使用されているが，その　　　剤との餅用が推奨されつつある現在，なお慎重な検討

薬理作用は必ずしも明らかとはいえない。各方面の報　　　を要するのではなかろうか。

告にみられる検査種目は，体重，」血液像，」孟L清蛋白，　　　　血清Ca｝t従来の報告と一致し，全例減少してい

窒素出納，水分電解質代謝（Na，　K，　Cl），　Ca，　P代　　　る。これはおそらく骨のCaのmi・中への移行の抑制ま

謝，内分泌機能（尿　17－KS，17－　OHCS，尿Estrogen　　たは」カL清Caの骨への沈藩の促進によるものであろう

表4．　　　　　　　Durabolin投与による変動

曲．蒲蛋自

〃　’ノ　Na

〃　tt　K

〃　〃　Ca

〃　”　　P

尿中17－SK

従　来　の　報　告

変　酬報告者
増加叉は不変

不変i只は増加

不定叉は不変

不変又は減少

不　　　　定

増加又は不変

梅原・渋沢
吉川。市川

前沢・渋沢
市川

前沢・市川

Nowakowski
吉川・梅原

吉川

市川・渋沢
野手

私　た　ち　の　症　例

症騰1爾不変1副判定陣　考
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2

2

．　0

0

1

0

1

2

6

3

1

2

増加叉は不変

不　　　　定

減　　　　少

減　　　　少

不　　　　変

増加又は不変

変動値は小で，全
例不変とみなす

減少値は少で，不
変とみなす
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と教られており，そ。点で。・t・・P・・・・・・…対・て　の翻な繭・ウ・チ3例・計13例にDu「ab°1量nを

は欝灘翫，，吉川。報告＿定。た傾使臨。，・・。1・・㈱・罐一雌

献みられず訟ちの例でも醸増，酪・例・不　蛋帥曽加または不変J　tU清Naは不定・血郡及び

変1例であ。、・，増，灘嚥少で詮例不変とみな　・・は融血清P・・穫・尿中17－KSは増加または

・講罐る器，，L＿、告では，。ura一讐論・…1・　・・…k9・…一・蝉の比較検討

犠耀欝難識堅署ま瀦は1・灘鵜黙1ま鵡離撫を除い
、例であるが誠少例で蹴少働低く｝不変とみな　ては・かt・り購が持てるようである・

し駐譲、。rab．1、。＿る麟床繍　（醐授の購諏閲を翻る・）

懲驚二認懲認1，j纐㌫　　文献
なく，ege、，eわたつ。おり，母体とな・囎に・つて　①Alb…h・…1・J・A・M・A・・1’6・2465・1641°

も反応のしかた，・異，のではなか・うか。　　②・・r…e・・1・J・A・M・A・・156・・467・1954’

鎌撚蕪臨灘霧艶㎞翻繋・も灘濡：
のもの、。対するよ，も髄伴。燗南を購・・したの　・・，・421・19・58・⑤根本・医学のあゆみ・29・1°1・

轡　　む　であつ
　　　　　　まとめ　　　　　　　　　　　　　　科，10，643，1959．　⑩デユラボリン文献集・No・1・

（、）離圧幽折を伴う・・t・・，・・・…6例渡　三共・⑪デユ・ポ・・嬬集・N°・2・196旺共’

形11生脊椎症を伴うosteoporosis　4例，　osteoporosls　　　　　　　　　　　　、


